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以下の 3問すべてで，考えている測度は Lebesgue測度である．

[1] R上の実数値連続関数 f(x), g(x)がほとんどいたるところ値が等しいとする．
このときすべての点 xで f(x) = g(x)であることを示せ．

[2] 次の条件を満たすR上の実数値可測関数 f(x)の例をあげよ．きちんと説明を
つけること．
空でないどの開区間 (a, b)上で，どのような連続関数 g(x) を考えても，(a, b)上

でほとんどいたるところ f(x) = g(x)となることはない．

[3] 次のすべての条件を満たすR上の実数値可測関数 f(x)の例をあげよ．きちん
と説明をつけること．
(1) すべての xにおいて 0 ≤ f(x) < ∞.
(2) 空でないどの開区間 (a, b)上で f(x)を積分しても値は∞である．
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